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◼分骨収納のお知らせ
　2025年をもちまして記念碑祭は終
わりましたが、今後も分骨や遺品の
収納希望があった場合は、哈爾濱学
院創立記念日に近い10月上旬に分骨・
遺品の収納式を行うつもりでおりま
したところ、哈爾濱高女６回生山口
茂子様のご遺族から分骨の希望が寄
せられましたので、10月９日（金）
に記念碑に収納させていただくこと
になりました。山口茂子さんの分骨
収納が決まるまでの経緯は次のとおりです。
　昨年（2025年）11月、山梨市三富にある徳和山吉祥寺住職
の山口義雄（ぎゆう）さんが連絡所を来訪されました。６
月にハルビン高女卒業生だったお母様を亡くされ、その後
NHKのニュースで最後の記念碑祭（10月10日）のことを知り、
ぜひ分骨をお願いできないかというご相談でした。担当者
が留守だったため、後日に電話連絡をし、さらに６月に山
梨市を訪れてお話をお聞きすることができました。
　お母様の山口茂子さんの父親（内藤延行さん、義雄さん
の祖父）は、満洲の領事館に勤務する警察畑のお役人で敗

戦後ソ連に連行され、昭和21年秋に茂子さんは母親と一緒に
両親の故郷である山梨県の郷里（塩山近郊）に引き揚げるも、
すぐに母親を事故で亡くし、昭和25年にソ連抑留から帰国
した父親もすぐに病死したことで、茂子さんは実家の世話
になることができなくなり、伝手を頼ってお寺（真言宗智
山派 放光寺）に住み込み、そこで務められていた義雄さん
の父親皓

こう
享
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さんと縁が結ばれ、その後、皓享さんが徳和山
吉祥寺の住職になったことで、こ
こに移り住みました。義雄さんは
その父親の跡を継いで住職になっ
たわけですが、茂子さんは晩年に
なって長年の功績に対して総本山
から感謝状が出るほどお寺のため
に尽くされたとのことです。しかし義雄さんは、生前、母
親から満洲時代のことも母方の祖父母のこともほとんど聞
く機会がなかったので、「今回の母の分骨を機会に、少しで
も調べてみたい」という気持ちになっているそうです。10月
9日の分骨収納は、ご自身でお経をあげることになっていま
す。この日は連絡所代表として麻田と岡村が立ち合わせて
いただきます。尚、今年度、ご遺品、分骨をご希望の場合は、
８月末をめどに連絡所までご連絡ください。

哈爾濱学院関係のみなさま
　お元気でお過ごしでしょうか。昨年記念碑祭の幕を閉じたことで、『アヴローラ』発行も41号をもって終わりましたが、
今後は『連絡所通信』という形で、同窓生ならびにそのご家族に、必要な情報をお届けすることにいたしました。

◼2026年度「哈爾濱学院顕彰奨学金」授与式 
　本年度は、7月9日（木）に授与式があり、ロシア語学
科長の安達祐子教授（第１回受賞者）から下記の3名の学
生に賞状が渡されました。

　授与式には学科の先生方の他に、
上智学院からアガスティン・サリ
理事長、赤堀雅幸副学長、横山恭子
副学長、木村護郎クリストフ外国語
学部長の４名も出席されました。
　サリ理事長からは、上智にはこ

のように戦前の歴史につながる奨学金は他になく、学科
全体で受賞者を祝うということもユニークで、たいへん
羨ましい存在である、というご挨拶をいただきました。

哈爾濱学院顕彰奨学金 受賞者
貞廣柚月（博士前期課程グローバル・スタディーズ研究科）
鵜野里梨  （外国語学部ロシア語学科４年生）
山本彩加  （外国語学部ロシア語学科３年生）
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ハルビンの官舎にて
中央の少女が山口茂子さん

上智学院アガスティン・サリ理事長



◼本の紹介
『モンゴル抑留　見捨てられた死者たち』井手裕彦著　

角川新書　定価：本体1,200円
　井手さんの著作は、2023年の大著『命
の嘆願書　モンゴル・シベリア抑留日本
人の知られざる物語を追って』に続き２
作目ですが、本書には、『命の嘆願書』
以降も精力的に続けられた著者の活動の
成果が、見事に集約されています。
　これまで私は「モンゴル抑留」を「シ
ベリア抑留」の単なる延長と考えていま

した。本書における著者第一の功績は、この二つを、初めて、
そしてはっきりと切り分けて見せたことです。「モンゴル
抑留」という歴史の空白を発見したと言ってもいいかもし
れません。これから私たちは「シベリア抑留」という言葉を、
迂闊には使えなくなったのです。
　外蒙と内蒙とに分断されたモンゴルの人々ですが、ハル
ビン学院には川村一正（14期）、杉目昇（15期）さんをは
じめ、ホロンバイル草原（内蒙）に関わった学院生がたく
さんいました。また私たちは『草原のラーゲリ』（細川呉
港著）によって、蒙古出身のソヨルジャブ（22期）さんの
苛酷で、そして美しい物語も知っています。これまでぼん
やりとしていた私の「モンゴル」に対する歴史認識も、も
やが晴れるようにはっきりとしてきました。
　本書により、私たちは日本とモンゴルの歴史に無関心で
はいられなくなりました。
　みなさまにもぜひご一読をお薦めします。

◼家族の皆様へのお誘い
　下記は昨年のアヴローラ第41号の「チャイカ」での食事
会の記事です。　

　最後の記念碑祭というこ
とで、わざわざ上京された
皆様とゆっくりお話ができ
ればと考え、高田馬場「チャ
イカ」でのお食事会を企画
したところ、30名が参加さ
れました。
　記念碑祭は欠席で、こちらだけ参加の方もいらっしゃいまし
た。企画はしたものの、集まるのは同窓生本人ではなく、期も
ばらばらの家族だけの食事会です。どのような食事会になるの
か連絡所としては大いに心配だったのですが、蓋を開けてみれ
ば、父親たちの思い出を子供たちが熱く語り合うという不思議
なことになり、店のスタッフ、カメラマンも驚くほどで、まる
で「同窓会」そのものでした。

　実はこの食事会の最中に、来年もぜひやってほしいと、
かなり強力な「申し入れ」がありました。食事会での盛り
上がりは、連絡所でもまったく予期していなかったことな
ので、その時はそのまま聞き流して忘れていましたが、た
しかに学院生の２世々代には、家族として語り合いたい内
容が、あるいは、同窓会の他のご家族と共有したい思い出
があるかもしれないと、この１年で思うようになりました。
そこで、この「通信」をもってご希望をお聞きしたいと
思います。日程は昨年と同じ日取で10月9日（金）17:30〜
20:00を考えています。ご希望の方は８月末を目処に、メー
ルでもお電話でもけっこうですのでご連絡ください。

　昨年来、記念碑祭幕引き
にあたって『学院史』を読
み込むうち、学院生の思い
がじんわりと伝わってきま
した。近くで父たちを見て
きた家族として、いつも不
思議に思っていたのは、何

が彼らを一つにまとめていたのか、ということでした。
　ふつう同窓会の存在意義は、突きつめれば、「懐旧」
と「後輩に託す未来」の二つに行き着きます。しかし敗
戦によって閉校となった学院同窓会は、当然のこととし
て「未来」を失いました。
　その彼らを戦後激しく突き動かしていたものは、「懐
旧」というより「無念」の思いでした。学院にとって、
その「無念」の象徴が井田孝平先生（1879-1936）でした。
記念碑に埋め込まれたレリーフはその証です。
　先生は、1920年９月24日に東京内幸町の日露協会で挙
行された記念すべき第一回入学式に出席していません。
この時先生は、ハルビンで孤軍奮闘、教室も寄宿舎もま
だ未完成という突貫工事のなか、10月11日の授業開始の
準備に追われていました。ロシア留学から満鉄に戻った
のが1918年３月、それからわずか２年半の間に、日露協
会という経営母体を見つけ、子供を日本に送って夫婦で
大連からハルビンに居を移し、学校設立に関わるあらゆ
る計画を立て、現地で、教員の雇い入れから授業、校舎、
寄宿舎の準備まで、一人で担っていたのです。
　先生が校舎を見上げて、「この仕事は恩師長谷川先生
の遺志でもあるのだ」と漏らしたことを夫人が書き残し
ています。先生の学校創設への強烈な使命感は、恩師二
葉亭によって喚起されたものだったのです。
　その先生は、創立２年目に１回生たちが起こした建白
書事件の責任をとり、在任わずか４年で校長を辞します。
卒業生たちは終生この時の若気の至りを悔い、先生が亡
くなって間もない創立20周年（1940年）に、学院前庭に
先生の胸像を建て、さらに敗戦をはさんだ40年後、創立
60周年を記念して多磨霊園に「学祖井田孝平先生顕彰碑」
を建立しました。そして同窓会がついに学院再建を諦め、
1999年、高尾霊園に記念碑を
建立する際に、ご遺族の賛同
も得て、多磨のレリーフは高
尾に移されました。
　今年が井田先生の没後90年
であることに気づいた連絡所
は、過日、高尾霊園を訪ねま
した。強い日差しの下、記念
碑台座の赤いレンガに映える
レリーフは、記念碑にとって
まさに画竜点睛、やはりなく
てはならないものでした。

井田家・近藤家墓地写真
多磨霊園　21 区 2 種 10 側

上：1980 〜 1999 年にあった顕彰碑　　　　　　　
下：現在　顕彰碑の土台はそのままに墓石
　　「井田氏代々之墓」が元の位置に置かれ
　　ている。手前に近藤家（長女の篤子が
　　１回生近藤清成と結婚）の墓石がある。

井田孝平先生没後90年

哈爾濱学院記念碑の井田孝平レリーフ


